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§１．研究成果の概要 

 

 本研究では、大スケールの自由形状の物体の簡易な作製と組み立てを実現するため、入力され

た 3D モデルから、紐を用いて簡単に組み立て可能な、剛体パネルで構成された展開図を出力す

るアルゴリズムの構築を目指している。 

 今年度はこのアルゴリズムに必要な拘束条件を定式化した。また実際にアルゴリズムを実装し、

その動作を確認した。この成果は次年度に論文化する予定である。 

 

 

 

 

 

 


